
 

 

 

 

 

道路の維持管理計画(案) 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２ ６ 年１ ２ 月 

国土交通省 北海道開発局 



 

１ ．適用の範囲 

 

本計画（案）は、国土交通省北海道開発局が管理する一般国道及び、高速自動

車国道の維持管理に適用する。 

 

 

２ ．維持管理の目的 

 

国土交通省北海道開発局で管理する一般国道及び高速自動車国道が有する下記機

能を発揮させることを目的とする。 

 

① 我が国の経済・社会活動の基盤としての中枢的な交通インフラとしての機能 

② 国際物流や人流、物流を担うなど広域的な交通を確保する機能 

③ 災害時や降雪・豪雪等の異常気象時においても可能な限り交通を安定的に確保 

又は定時性を保持し、幹線道路交通の信頼性を確保する機能 

④ 都市内の空間を形成し、防災上や環境上も重要な影響を与えるなど、空間を形 

成する機能 

 

 

 

３ ．北海道開発局管内の道路施設 

 

北海道開発局管内では、以下のような道路施設を管理しています。 

（平成２ ６ 年４ 月現在） 

 ・道路延長      ６ ７ ２ １ ．０ ｋ ｍ 

  内）高規格道路     ３ １ ２ ．４ ｋ ｍ 

  内）通行規制区間   ３ １ ３ ．０ ｋ ｍ 

  

・橋梁（２ ｍ以上）  ４ ，１ ６ ２ 橋 

 ・トンネル         ２ ５ ７ 箇所 

 ・立体横断施設        １ ６ ５ 箇所 

 

 

 

 

 

 



３ ．道路巡回 

 

道路巡回は、道路及び道路の利用状況を把握し、道路の異状等に対して、適宜の措置

を講ずるため、通常巡回、定期巡回、異常時巡回ごとに以下の通り実施する。 

 

① 通常巡回 

通常巡回は、主に道路パトロールカーの車内より、道路の異常、道路利用状況 

等を目視で確認するものとして、原則として以下の頻度で実施する。 

平均交通量 5,000 台／日以上 50,000 台／日未満：２ 日に１ 回 

平均交通量 5,000 台／日未満：３ 日に１ 回 

なお、地域の地形の状況、通行の安全確保のための対応が必要な区間において 

は、上記にかかわらず、適切な頻度で実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      【通常巡回】            【落下物の回収】 

 

② 定期巡回 

定期巡回は、徒歩にて道路施設の状況等を確認するため、原則として年に１ 回の頻

度で実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

【定期巡回】 



 

③ 異常時巡回 

異常時巡回は、豪雨、地震等の異常気象時や災害発生時において、道路施設の被

災状況や通行の可否等を把握し、適切な措置を講じるため、適宜実施する。 

 

 

 

４ ．清 掃 

 

清掃については、路面清掃、歩道清掃、排水構造物清掃ごとに以下の通り実施する。 

なお、道路の構造及び沿道の利用状況、景観への配慮、通行の安全確保のための対

応が必用である等、特別な事情がある場合は、上記の基準によらず、適切な頻度で

清掃を実施します。 
 

① 路面清掃 

路面清掃は、通行車両に対する安全性の確保や沿道状況の向上のため、以下を目安

としつつ、塵埃量の実績に応じた適切な頻度を設定し実施する。 

Ｄ Ｉ Ｄ 内※ ：年間６ 回 

その他区域：年間１ 回 

路面清掃の実施にあたっては、路面清掃車による機械清掃を基本とする。 
※ＤＩ Ｄ（人口集中地区） 

「市町村の区域内で人口密度の高い（約4,000 人/km2 以上）基本単位区等が互いに隣接して、その人口が5,000 人以上 

ある地域」をいい、平成17 年度国勢調査において設定された区域とする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【路面清掃】 

 

 



 

② 歩道清掃 

歩道清掃は、歩行者等の通行の安全性を確保するため、原則として街路樹からの落

葉等の除去に限定して実施する。 

 

 
【歩道清掃】 

 

 

③ 排水構造物清掃 

土砂の堆積等による通水阻害を防止するため、通水阻害箇所を抽出した上で、年に 

１ 回を目安とし、適切な頻度で実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【排水構造物清掃】 

 

 

 

 



５ ．除 草 

 

除草は、法面等の雑草繁茂により建築限界内に障害が発生することを防止するととも

に、通行車両の視認性を確保するため、以下の繁茂状況を目安として、除草すべき箇

所を抽出した上で、実施する。 

・建築限界内の通行の安全確保ができない場合 

・運転者から歩行者や交通安全施設等の視認性が確保できない場合 

なお、沿道の土地利用の状況、景観への配慮、通行の安全確保のため対応が必要で

ある等、特別な事情がある場合には、上記に関わらず実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       【人力除草】             【機械除草】 

６ ．剪 定 

 

剪定は、植樹帯及び中央分離帯の植栽の繁茂により建築限界内に障害が発生するこ

とを防止するとともに、通行車両の視認性の確保や沿道環境の向上等のため、管内の

植栽管理全体について以下の頻度を目安として実施する。 

高木、中低木：３ 年に１ 回程度 

寄植 ：１ 年に１ 回程度 

但し、樹種による生長速度の違いや樹木の配置等を踏まえ、適切な頻度を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【剪定前】            【剪定作業中】 

 



７ ．除 雪 

 

除雪作業については、安全で円滑な冬期道路交通の確保を図り、大規模な通行止め

が生じないよう、また、一定程度の旅行速度が保たれるよう、新雪除雪、路面整正、

拡幅除雪、運搬排雪、歩道除雪、凍結防止剤散布ごとに以下のとおり実施する。 

 

① 新雪除雪 

 

新雪除雪は、5cm～10cm 程度の降雪量を目安として、気象条件、交通状況等を勘案

し、道路交通に支障をきたすおそれがある場合に実施する。 

なお、大雪時もしくは大雪が予想される場合には、これによらず早期の除雪出動等適

宜適切な除雪作業を実施する。 

 

 

② 路面整正 

 

路面整正は、連続降雪による圧雪成長や路面残雪により、放置すると道路交通の確

保が困難な状態となるおそれがあり、路面の平坦性を確保する必用のある場合に実施

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新雪除雪】              【路面整正】  

 

③ 拡幅除雪 

 

拡幅除雪は、堆積した雪により必要な車道幅員及び堆雪幅が確保されておらず、道

路交通に支障をきたすおそれがある場合、又は新雪除雪の実施が困難な場合に実施す

る。 

 

 



④ 運搬排雪 

 

運搬排雪は、堆積した雪により必要な車道幅員の確保が困難となり、引き続き降雪

の増加が予想される場合等、道路交通に支障をきたすおそれがある場合に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運搬排雪】           【歩道除雪】 

 

⑤ 歩道除雪 

 

歩道除雪は、必要な区間において、歩行者の通行に支障がある場合に実施する。 

 

 

⑥ 凍結防止剤散布 

 

凍結防止剤散布は、路面の凍結が発生しやすく、安全な通行に与える影響等が大き

い区間を対象とし、路面凍結が予想される場合に実施する。なお、散布材料は塩化ナ

トリウムを基本とし、散布量は20g/㎡程度(湿潤式)を目安とする。 

気温や地域に応じ焼砂等を使用するほか、地域で設定した散布量を適宜散布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【凍結防止剤散布】 
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② トンネル点検 

 

トンネル点検は、「道路トンネル定期点検要領（案）」（平成26 年6 月 国道・防 

災課）に基づき実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【トンネル点検】 

③ 舗装の調査 

 

舗装の調査は｢舗装の調査要領(案)｣（平成25 年2 月 国道・防災課）に基づき実施

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【路面下空洞調査】       【舗装劣化箇所】 

④ 防災点検 

 

防災点検は、過去の防災総点検等で要対策箇所および防災カルテ箇所に位置づけら

れた箇所について、道路巡回による目視点検に加え、原則として、年1 回の頻度で実

施する。 

 

⑤ 道路のり面工・土工構造物点検 

 

道路のり面工・土工構造点検は｢道路のり面工・土工構造物の調査要領（案）｣ 

(平成25 年2 月 国道・防災課)に基づき実施する。 



１ １ ．構造物の補修 

 

① 橋梁補修 

 

橋梁補修は、定期点検結果に基づいて、橋梁ごとに次回の点検、修繕、架け替え等

の時期を明示した長寿命化修繕計画を策定し、計画的に補修等の対策を実施する。な

お、定期点検等により、緊急対策が必要な損傷を発見した場合には、通行規制等の必

要性や安全性を勘案の上、長寿命化修繕計画にかかわらず、必要な補修等の対策を実

施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【橋梁補修前（支沓）】       【橋梁補修後（支沓）】 

 

② トンネルの補修 

 

トンネル補修は、トンネルの定期点検結果に基づいて、トンネルごとに次回の点検、

補修等の時期を明示した補修計画を策定し、計画的に補修等の対策を実施する。 

なお、定期点検等により、緊急対策が必要な損傷を発見した場合には、通行規制等の

必要性や安全性を勘案の上、補修計画にかかわらず、必要な補修等の対策を実施する。 

 

 

③ 舗装の補修 

 

舗装の補修は、以下のとおり実施する。 

１ ） 舗装のシール材の注入や切削による舗装補修は、路面のひび割れ率30％～40％ 

の区間又はわだち掘れ量30mm～40mm の区間を目安として実施する。 

２ ）舗装の打ち換えや切削オーバーレイによる舗装補修は、路面のひび割れ率40％ 

以上又はわだち掘れ量40mm 以上の区間について実施する。 

３ ）地域の地形の状況、通行の安全確保のため対応が必要である等、特別な事情が

ある場合には、上記に関わらず実施する。 

 



 

④ 防災対策（防災防雪対策含む） 

 

防災対策は、過去の防災点検結果および現地点検等により、対策が必要と判断され

た法面・斜面等について、降雨・降雪等による異常気象時通行規制区間の有無や、災

害発生の危険性等を勘案して実施する。 

なお、緊急的な対応が必要な状況である等、特別な事情がある場合には、上記にかか

わらず、必要な対策を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【防災対策】 

 

１ ２ ．橋梁の耐震補強 

 

橋梁の耐震補強は、緊急輸送道路上の橋梁について、大規模地震発生時において重

大な損傷を防止することを目的とし、計画を策定した上で実施する。 

なお、緊急的な対応が必要な状況である等、特別な事情がある場合には、上記にかか

わらず、必要な対策を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【耐震補強（下部工補強）】    【耐震補強（落橋防止工）】 

 

 

 

 



１ ３ ．防雪・凍雪害対策 

 

１ ）防雪対策（一般防雪）は、通行規制区間の解消、地吹雪の発生や雪崩の恐れ

のある区間等の災害発生状況を考慮し、適切に実施する。 

２ ）凍雪害防止は、冬期交通確保に重要である除雪機械が格納されている、除雪ス

テーションの補修や、消融雪設備及び流雪溝等の補修・更新を適切に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【流雪溝】           【防雪柵】 

 

１ ５ ．事故その他の応急時における対応 

 

１ ）交通事故等の事象の発生に伴い通行規制を行う際は、高速道路株式会社が管理す 

る高速自動車国道等の他の道路管理者及び公安委員会等の関係機関と緊密な連携 

を図り、適切な道路情報の提供等に努める。 

２ ）落下物の処理、路面や附属物の補修などの応急対策の実施にあたっては、上記に 

かかわらず、通行の安全確保等の観点から、適宜、適切に実施する。 

３ ）道路交通に支障をきたすおそれがある、大雪時もしくは大雪が予想される場合に 

は、必要に応じチェーン規制等の措置を速やかに実施する。 

 

 

１ ６ ．高速自動車国道及び自動車専用道路の維持管理 

 

 

高速自動車国道及び自動車専用道路の維持管理については、第3 項～第15 項に準じ

て実施することを基本とするが、接続する高速道路株式会社が管理する高速自動車国

道や、自動車専用道路における管理の実態、公安委員会等関係機関との協議を踏まえ、

適切な作業頻度を設定する。 

 

 

 



１ ７ ．維持管理に係る計画 

 

北海道開発局の各開発建設部は、道路維持管理計画（案）に従って、管理道路に係る

維持管理計画を定め、公表する。 

 

 

１８．その他（情報ツールの紹介） 

 

 

（１）道路緊急ダイヤル（２４時間、年中無休 受付） 

   道路の異状（穴ぼこ、施設の破損など）見つけたら、ご一報下さい。 

   ＃９９１０ 

   

（２）道路交通規制情報 

   道路交通情報が確認出来ます。 

   全国共通ダイヤル 

０５０－３３６９－６６６６  
（※携帯電話・ＰＨＳ・ＩＰ電話など一部の電話からはご利用になれません。） 

   携帯短縮ダイヤル 

   ＃８０１１ 

 

（３）北海道の道路情報 

   北海道地区 道路情報（国道・道道） 

   （ＰＣ版) http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/index.htm 

   （携帯版）http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/m/ 

   ドラぷら（高速道路） 

   （ＰＣ版）http://www.driveplaza.com 

   （携帯版）http://m.driveplaza.com 

 

（４）通行止め情報メール配信サービス 

   （携 帯） http://kmail.hkd.mlit.go.jp/ 
 

（５）各種ホームページリンク 

   北海道開発局   ：http://www.hkd.mlit.go.jp/ 

   ＮＥＸＣＯ東日本 ：http://www.e-nexco.co.jp/ 
   （公財）日本道路交通センター：http://www.jartic.or.jp/ 

   気象庁      ：http://www.jma.go.jp/jma/index.html 

   道の相談室    ：http://www.mlit.go.jp/road/110.htm 

 


